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配水管又は給水管

①標準 ②敷地後退がある場合

条例第２３条３項（抜粋）　水道メーターの設置位置は、市長が定める。
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メーター・止水栓及び配管標準図
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敷地

⑥同一敷地内に建物を増やす場合（使用者が別の場合）

配水管

新設建物既設建物

メーター２次側の改造工事

配水管

新設建物既設建物

使用者１ 使用者２

2ｍ以内

2
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敷地
既設メーター

既設乙止水栓

被
分

岐
管

官民境

施工規程第１８条【抜粋】

１項　給水装置に水道メーターを設置する基準は、１建築物に１個とする。

３項　同一使者が同一敷地内に設置する２以上の建物で水道を使用するときは、

　　　当該２以上の建物を１建築物とみなす。

増設されるメーターは、既設乙止水栓～既設メーター間で分岐する。

補足：土地の分筆の有無は問わない。

⑤同一使用者が同一敷地内に建物を増やす場合、メーターは出庫しません。

図５

図６

メーターの位置は官民境、被分岐管から２ｍ以内、図６のとおり。

メーター・止水栓及び配管標準図
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乙止水栓

被分岐管から２ｍ以内に乙止水栓を設置する

⑦同一敷地内に建物を増やす場合（使用者が別の場合）

被分岐管からメーターまでの配管は波状ステンレス鋼管とする。

図７

図８

申請者の都合でメーター位置を敷地の奥に設置する場合（図７・図８）

メーター・止水栓及び配管標準図
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⑧既設給水管から他人の敷地を通り給水する場合

既設給水管からメーターまでの配管は波状ステンレス鋼管とする。

既設給水管から２ｍ以内に乙止水栓を設置する

既設メーター

既設乙止水栓

配水管
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図10

メーター・止水栓及び配管標準図
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⑨集合住宅等

配水管

敷地

1
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乙止水栓

集合住宅等

メーター・止水栓及び配管標準図
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HIVP又はCSSP

乙止水栓２次側はHIVP又はCSSP

乙止水栓２次側の漏水修理は所有者等の費用負担です。

図11

配水管又は給水管

１ｍ １ｍ

２
ｍ

メーター設置位置の範囲

基準点



配管例

分岐側配管例

ビニルチーズ

ビニル管

ステンレス鋼管

ステンレス製伸縮可とう式

めねじ付ソケット

ビニル管（0.1～0.2ｍ）

ビニルバルブソケット

異種管継手も可

メーター側配管例

ステンレス鋼管

丙止水栓

ステンレス絶縁ユニオン

ステンレス鋼管、絶縁ユニットの最少口径は２０ｍｍのため、

１３ｍｍメーターを使用する場合

１３ｍｍメーターを使用する場合は、丙止水栓を２０×１３ｍｍを使用する、

又は２０ｍｍの丙止水栓に２０×１３のブッシングを使用する。



敷地内の管の撤去、残置は

Ａ宅 Ｂ宅

①不要となる管の最上流部分で切り離すこと。

残置管は完成図に図示すること。

ビニル管

キャップ

道路 敷地

５㎝程度

サドル付分水栓（ステンレス製含む）

撤去を指示する根拠：給水条例第４３条（給水装置の撤去義務及び切離し）

　給水装置の所有者その他給水装置について処分権限を有する者（以下「所有者等」という。）は、

　当該給水装置を使用する見込みがなくなつたときは、これを撤去しなければならない。

②分水栓ソケットを取り外す
③サドル用プラグまたはキャップを取付ける

①サドル付分水栓のボール弁を閉める

道路上は管を撤去

道路 敷地

配
水

管

④ポリエチレンスリープで被覆をする

※チーズを撤去し直管に変更も可

連合菅（ビニル管等）

・敷地内の管の撤去、残置は
　所有者の判断。
・残置管は完成図に図示すること。

道路上は管を撤去

・敷地内の管の撤去、残置は
　所有者の判断。
・残置管は完成図に図示すること。

所有者の判断

Ａ宅地内の配管は撤去が望ましい。

撤去をしない場合は利害関係者（この場合、ＡとＢ）で

同意を得ておくこと。

給水管の撤去（施工要領Ｐ４－４０の補足）


